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Our two soules therefore， which are one， 
Though 1 must goe， endure not yet 
A breach， but an expansion， 
Like gold to ayery thinnesse beate. 
If they be two， they are two so 
As stiffe twin compasses are two， 
Thy soule the fixt foot， makes no show 
To move， but doth， ifthe' other doe. 
And though it in the center sit， 
Yet when the other far doth rome， 
It leanes， and hearkens after it， 
And growes erect， as that comes home. 
Such wilt thou be to mee， who must 
Like th'oth巴rfoot， obliquely runne ; 
Thy firmnes makes my circle just， 
And makes me end， where 1 begunne. 
I 
John Donne (1572-1631)のA V.αlediction .forbidding mourningは金の metaphorやコンパス
のsimileで有名な詩である。錬金術による金の，幾何学的な円の metaphorは，およそ愛を語るには
ふさわしくない晴えであるが，これらが実に巧みに利用されて愛の永遠がうたわれるのである。しかし
愛の不滅を語る話者の論理に欠陥がある。これがさまざまな議論を引き起すのであるが，論理の欠陥は
必ずしも詩そのものの欠陥ではない。むしろその欠陥故にわれわれは話者の恋人に対する優しい心遣い
を見ることができ， John Donneにはめずらしい豊かな持情性がこの詩に与えられるのである。例えば
論理的欠陥となる金の metaphorからコンパスのsimileへの突然の転換は，旅の別れを悲しみなかな
か泣き止まない恋人をなんとか慰めようとする話者の優しさの表れなのである。表に顕れた詩の意味で
は捉えられない話者の心の動きをここにかい間見ることができるのである。話者の心の動きは論理の欠
陥の中だけではなく，網の目のように張り巡らされた言葉の意味のすき間にも見え隠れしているのであ
る。言葉に二重・三重の意味が込められ，一つの解釈では押さえ切れない意味を形成しているのである。
別れを悲しむ恋人を，魂をーっと成した霊的愛の永遠性を語ることによって，なだめ落ち着かせようと
する話者も，恋人と同じように別れが悲しく，離れ離れになることに不安を抱いているのである。話者
の不安とは不在中の恋人の不貞の恐れであり，悲しみとは性の欲望が満たされないことである。ここに
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